
（別紙３）

～ R8年　1月　10日

（対象者数） 41 （回答者数） 34

～ R8年　1月　10日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

送迎時のやり取りに加え、LINE・HUGアプリ等を

活用し、こどもの成長や支援内容についてより分

かりやすく共有するとともに、保護者が相談しや

すい機会づくりを進めていく。

2

こどもの特性や発達段階に応じた活動内容を職員

間で検討し、季節行事や体験活動を取り入れなが

ら、より多様で魅力あるプログラムの充実を図っ

ていく。

3

研修や事例検討を通して職員の支援スキル向上を

図るとともに、情報共有や振り返りの機会を充実

させ、支援の統一と質の向上に取り組んでいく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域や関係機関と連携した活動を計画的に取り入

れ、家族支援および地域とのつながりを深める取

組を進めていく。

2

活動ごとにねらいや育てたい力を明確にし、職員

間で共有するとともに、保護者にも分かりやすく

伝える工夫を行い、活動の質の向上を図る。

3

業務の役割分担やスケジュールの見直しを行い、

活動の検討や振り返りの時間を確保するととも

に、研修や事例検討を通して支援の専門性向上に

取り組む。

○事業所名 こぱんはうすさくら　廿日市教室

○保護者評価実施期間
R7年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

R7年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　2月　3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

教室の構造上、落ち着いて過ごせる個別スペースの

確保やバリアフリー対応が十分とは言えず、こども

が安心して過ごせる環境づくりに改善の余地があ

る。

活動内容自体は実施しているものの、そのねらいや

評価方法について職員間での共通理解が十分に整理

されておらず、計画的な活動改善につながりにくい

部分がある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族支援プログラム（ペアレントトレーニング等）

や保護者会、きょうだい支援などの取組が十分に実

施できておらず、保護者同士が交流できる機会が限

られている。

日々の支援や送迎業務が中心となり、地域交流活動

や家族参加型行事など、新たな活動を企画・実施す

るための時間や人員の確保が難しい状況がある。

活動自体は多様である一方で、「どのような力を育

てる活動なのか」「どんなねらいがあるのか」と

いった説明が保護者に十分伝わっていない面があ

る。

安全面やプライバシー保護の観点から、外部交流や

保護者参加型活動の実施が慎重になり、活動の幅が

広がりにくい要因となっている。

送迎時の声かけや情報共有を通して、こどもの様子

や家庭での状況を丁寧に伝え合う体制が整ってお

り、保護者が安心して相談できる関係づくりができ

ている。

送迎時の声かけや会話を大切にし、こどものその日

の様子や体調、活動内容を丁寧に伝えるとともに、

家庭での様子や悩みを聞き取る機会を意識的に設け

ている。

クッキングや季節行事、土日の特別活動など、こど

もの興味・関心に応じたさまざまな活動を取り入

れ、楽しみながら成長できるプログラムを工夫して

いる。

季節行事やクッキング、屋外活動などを取り入れ、

こどもの興味・関心や発達段階に応じて、職員間で

話し合いながら多様な活動内容を計画している。

こどもの気持ちに寄り添った関わりを大切にし、安

心感をもって通所できる環境づくりができており、

信頼関係に基づく支援が行われている。

朝礼やミーティング、日々の記録を通して支援内容

やこどもの様子を共有し、振り返りを行うことで、

よりよい支援につなげる取組を意識的に行ってい

る。

事業所における自己評価総括表公表


